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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成24年4月26日(2012.4.26)

【公開番号】特開2009-244260(P2009-244260A)
【公開日】平成21年10月22日(2009.10.22)
【年通号数】公開・登録公報2009-042
【出願番号】特願2009-58270(P2009-58270)
【国際特許分類】
   Ｇ２１Ｋ   1/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   6/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   6/03     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  23/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ２１Ｋ   1/06    　　　Ｂ
   Ａ６１Ｂ   6/00    ３３０Ｚ
   Ａ６１Ｂ   6/03    ３１０Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  23/04    　　　　
   Ｇ２１Ｋ   1/06    　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｂ   5/18    　　　　
   Ａ６１Ｂ   6/00    ３００Ｊ
   Ａ６１Ｂ   6/03    ３２０Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月9日(2012.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｘ線位相イメージングに用いられる位相格子であって、
　入射するＸ線の位相をπシフトさせて透過させる厚さに形成されている突条部と、該突
条部の幅と同一の開口幅を有する開口部と、が周期的に配列されている回折格子がｎ個（
ｎ≧２）積層されており、
　前記位相格子は、入射するＸ線の位相をπシフトさせて透過させる領域と、該位相をπ
シフトさせないで透過させる領域とが周期的に配列するように構成されていることを特徴
とするＸ線位相イメージングに用いられる位相格子。
【請求項２】
　Ｘ線位相イメージングに用いられる位相格子であって、
　入射するＸ線の位相をπシフトさせて透過させる厚さに形成されている第１の突条部と
、該第１の突条部の幅と同一の開口幅を有する第１の開口部と、が周期的に配列されてい
る第１の回折格子と、
　前記第１の突条部と同一の幅を有する第２の突条部と、前記第１の開口部と同一の開口
幅を有する第２の開口部と、が周期的に配列されている第２の回折格子と、を有し、
　前記第１の突条部と前記第２の突条部とがずらして形成されていることを特徴とするＸ
線位相イメージングに用いられる位相格子。
【請求項３】
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　前記第１の回折格子が有する周期方向と、前記第２の回折格子が有する周期方向は同一
方向であることを特徴とする請求項２に記載のＸ線位相イメージングに用いられる位相格
子。
【請求項４】
　前記第２の回折格子が前記第１の回折格子に対して前記第１の回折格子が有する前記周
期方向に１／４ピッチずらして形成されていることを特徴とする請求項３に記載のＸ線位
相イメージングに用いられる位相格子。
【請求項５】
　前記第１の回折格子は、基板の一方の面側に形成され、
　前記第２の回折格子は、前記第１の回折格子に対して前記第１の回折格子が有する前記
周期方向に１／４ピッチずらして前記基板の他方の面側に形成されていることを特徴とす
る請求項３または４に記載のＸ線位相イメージングに用いられる位相格子。
【請求項６】
　前記第１の回折格子が有する周期方向と、前記第２の回折格子が有する周期方向とが直
交していることを特徴とする請求項２に記載のＸ線位相イメージングに用いられる位相格
子。
【請求項７】
　前記第１の回折格子は、第１の方向と、該第１の方向と直交する第２の方向に２次元配
列されている方形の前記第１の開口部を有し、
　前記第２の回折格子は、前記第１の方向と、前記第２の方向に２次元配列されている方
形の前記第２の開口部を有し、
　前記第２の回折格子は、前記第１の回折格子に対して、前記第１の方向に１／４ピッチ
、かつ、前記第２の方向に１／４ピッチずらして形成されていることを特徴とする請求項
２に記載のＸ線位相イメージングに用いられる位相格子。
【請求項８】
　Ｘ線位相イメージングに用いられる位相格子であって、
　入射するＸ線の位相をπシフトさせて透過させる厚さに形成されている突条部と、該突
条部の幅と同一の開口幅を有する開口部とが周期方向に配列されている回折格子がｎ個（
ｎ≧２）積層されており、ｍ番目（ｍ＝２、３、・・・ｎ）に積層されている前記回折格
子の突条部は、ｍ－１番目に積層されている前記回折格子の突条部に対して、前記周期方
向に１／２ｎピッチずらして形成されていることを特徴とするＸ線位相イメージングに用
いられる位相格子。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載のＸ線位相イメージングに用いられる位相格子と
、前記位相格子による自己像を検出する検出器と、を有することを特徴とするＸ線位相コ
ントラスト像の撮像装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載のＸ線位相コントラスト像の撮像装置を有することを特徴とするＸ線コ
ンピューター断層撮影システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　１　Ｘ線
　２　１層目の回折格子
　３　２層目の回折格子
　４　位相が２πシフトしている領域
　５　位相がπシフトしている領域



(3) JP 2009-244260 A5 2012.4.26

　６　入射したＸ線の位相が変化していない領域
　７　入射したＸ線の位相をπシフトさせて透過させる厚さに形成されている突条部
　８　基板
　９　基板の一部を加工して突条部を形成した回折格子
　１０　基板の表裏を加工して作製した回折格子
　１１　２次元位相格子のピッチ
　１２　１層目の千鳥格子状回折格子
　１３　２層目の千鳥格子状回折格子
　１４　方形の開口部
　１５　１層目の直交したライン状回折格子
　１６　２層目の直交したライン状回折格子
　１７　３層目の回折格子
　１８　位相が３πシフトしている領域
　１９　Ｘ線源
　２０　被検体
　２１　位相格子
　２２　吸収格子
　２３　検出器
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】
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